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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、真核生物における解糖系を制御する調節分子であるフルクトース-2,6-ビスリン酸の合成と分解の両方に関与しています。コードされるタンパク質は、フルクトース-2,6-ビスリン酸の合成を触媒する6-ホスホフルクト-2-キナーゼ活性と、フルクトース-2,6-ビスリン酸の分解を触媒するフルクトース-2,6-ビホスファターゼ活性を有しています。このタンパク質は心臓におけるフルクトース-2,6-ビスリン酸濃度を調節する一方、別の遺伝子によってコードされる関連酵素は肝臓および筋肉におけるフルクトース-2,6-ビスリン酸濃度を調節します。この酵素はホモ二量体として機能します。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + D-フルクトース6-リン酸 = ADP + β-D-フルクトース2,6-ビスリン酸。,触媒活性：β-D-フルクトース2,6-ビスリン酸 + H(2)O = D-フルクトース6-リン酸 + リン酸。,酵素調節：リン酸化はキナーゼ活性の活性化をもたらす。,機能：フルクトース2,6-ビスリン酸の合成と分解。,類似性：C末端領域に存在。ホスホグリセリン酸ムターゼファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体。,組織特異性：心臓。,
	研究分野
	フルクトースおよびマンノースの代謝;
	画像データ
	

	PFKFB2（リン酸化Ser483）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	PFKFB2（リン酸化Ser483）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	熱ショック処理した293細胞ライセートのPFKFB2（リン酸化Ser483）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化PFK-2 car（S483）ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析
	

	ホスホPFK-2 car（S483）ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたHela細胞のウエスタンブロット解析

